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v.研究教育業務関係

A.研究項目一覧

研 究 項 目 研究者名

森林生物研究部門

植物の分類と群落の生態に関する研究

群落の保全技術に関する研究

モミ・ツガの天然更新に関する研究

森林の生態的構造と成立環境に関する研究

広葉樹林の更新機構に関する研究

樹木成長の可塑性に関する研究

井上 三区
回

ク

荒上和利

岡野哲郎

ク

田代直明

森林環境研究部門

森林流域における降雨一流出過程の研究 小 JI! j議

リモートセンシング技術とGISによる流域保全管理システムの開発 l 

森林レクリェーションに関する計画設計論的研究

都市緑地の保全と利用に関する研究

森林水文および水文地形に関する研究

山地における土砂移動のシステムの解明

醇 夫孝

ク

井倉洋一

笠井美青

森林生産研究部門

森林資源政策の再編に関する研究

木材流通に関する研究

森林社会学

森林管理および計画に関する研究

堺 正紘

~ 

飯田 繁

寺岡行雄

森林利用研究部門

森林総合利用に関する研究

森林保全に関する研究

食用ならびに薬用キノコの生理特性や生産技術

森林の木材腐朽菌および菌根菌

木材材質に関する研究

村瀬房之助

ク

大賀祥治

~ 

古賀信也

(平成 9年1月現在)
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B. 担当科目一覧

平成 7年度

授 業 科 目 担 当 宇南 助

(学部)

森林環境学 (後期) 汰木 達郎

林学通論 (後期) 汰木 達郎

樹木学 (後期) 井上 玉日区

生態系の構造と機能 (前期) 井上 三日区

造園学第一 (前期) 醇 孝夫

木材流通論 (前期) 堺 正紘

林学特別実習 (前期) 大賀 祥治 田代 直明

林産学科林学実習 (前期) 井上 三日区 村瀬房之助 寺岡 行雄

岡野 哲郎 井倉 洋二

(大学院)

森林生産組織学特論 (前期) 大賀 祥治

森林環境学特論 (前期) 汰木 達郎 井上 三間区

森林環境学特論演習 (通年) 汰木 達郎 井上 三日区 村瀬房之助

荒上 和利 岡野 哲郎

醇 孝夫 井倉 洋二

緑地環境設計特論 (前期) 醇 孝夫

森林生産管理学特論 (前期) 堺 正紘

森林生産学特論演習 (通年) 堺 正紘 大賀 祥治 古賀 イ言也

寺岡 行雄

C.指導論文

平成7年度

学生氏名
三百岡会、 文 題 名

利 用 te. 当
(所属講座) 演習林名

星野知美 学士 機械化作業が林地に及ぼす影響 井上 三日区

(林学第2) 一苗木成長を指標としてー

八尋樹子 学士 崩壊斜面からの細粒土砂流出の経時的 井上 ヨ日E 

(林学第2) 変動
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D. 文部省科学研究費補助金および研究助成金の交付概況

研究種目 研究課題 イt表・分担別

度
一
名

年
一
氏

ヴ

t

一

成

一

.

平
一
職• 関機究研

一般研究(C)Iプレカット事業の展開に伴う木材流|代表 九大農教授堺 正紘

通の変貌と林業産地システム化に関

する研究

試験研究(A)I森林地域における酸性雨等地球環境|代 表

モニタリング体制の確立 分担

山形大農教授藤原混一郎

九大農助手井倉洋二

総合研究(A)I火山体における雨水流出 地形発達|代表

の相互作用に関する比較水文学的研| 分担

-m 
プじ

京大農教授小橋澄治

九大農助手井倉洋二

日本生命財団|カルスト台地における環境システム|代表 九大理教授吉村和久

研究助成金|の変遷に関する研究 |分担 九大農助手井倉洋二

森下機械|きのこ栽培に関する研究 |代表 九大農助教授大賀祥治

株式会社

E .演習林利用状況

1 .固定試験地の新規設定

平成 7年度に新設および設置申請された固定試験地は，宮崎演習林の 2試験地であった.各試験

地の名称，規模，林小班，設定期間，設定者，担当者および目的・概要は以下の通りである.

(1)宮崎演習林

山岳河川における土砂動態と水辺生態系の相互作用に関する長期モニタリング試験地

約580ha(22 ~ 29林班) . 

1995年4月設定，永久固定試験地.

設定者:丸谷知己(九大農・環境システム)

担当者:丸谷知己(九大農・環境システム)
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目的・概要:山積河川において，洪水氾激にともなう土砂動態と水辺生態系の相互作用につい

て長期需のモニタリングを行う.観測項自は，流量(自記水圧式水{立言十) ，河床変動量〈面

定測線) ，水議と気温(自記温度計)，河畔植生(恩定ベルトトランセクト) ，淡水魚個体

数，巨際分布などである.

モミ・ツガ鉢長擦動態試験地

O.58ha (22林班ち 4，り 2小班) . 

1的5年12丹設定，永久居定試験地.

設定者:荒上和利・岡野哲郎(九大演-森林生物). 

担当者:井上 背・荒上和利・岡野哲郎(九大演・森林生物) . 

目的・概要:モミ・ツガおよび広葉樹が議交する天然林において，林分講迭についての調査を

経時的に行うことにより，長期にわたる動態を明らかにする.投定時に，樹穂，胸高衷径，

樹冠サイズ，位置について毎木調査を行い，以後 5年ごとに同様の調査を実行する.

2 .研究教育用資材の提供

平或?年変

話 き守 場 所 資材名 提娯先〈代表者名〉

カラマツ材の材質に関する研究 北海道習林 カラマツ材・ 習林古 也

スギ幹形に及ぼす関伐の影響に関する研 宮崎演習林 ス ギ材 林学第二 玉泉幸一郎

市穴:e

スギの成長に関する研究 宮崎演習林 ス ギ、材 林学第三 玉 幸一郎

林産学務林学実饗〈樹幹解析) 宮崎演習林 とノキ松 習株井上 玉g広

スギ、心持ち材の乾壊に関する窃究 福!寄 j実習林 ス ギ、材 木材工学薬本 登習

九州大学公開講座「森林を科学するJ実 福岡演習林 ス ギ材 演習林 古 也

〈人工林の育成〉の教材用として

乾燥薄板接着による未乾燥スギ心持ち材|福岡演習林|ス ギ 材|木材工学 藤本 登留

の集成化
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3 .演習林利用による研究成果
(順不同)

利用演習林名 執筆者名 ラ百ム岡 文 名 誌 名 巻-号 頁 所属講座名 備 考

北海道演習林 今回 盛生 都市近郊林の森林施業 日本の大都市近郊 69~83 林学第一

林一歴史と展望一

渡遁奈月 系統的配置による植裁密度試験に基づ 卒業論文 1~48 林学第一

いたミズナラの最適植裁密度

松村順司 乾燥に伴う有線壁孔の閉鎖と気体透過 木材学会誌 41・4 433 木材理学

堤 喜一 '性 ~439 

小田 一幸

松村順司 針葉樹の気体透過性におけるエタノー 木材学会誌 41・9 863 木材理学 福岡演習林

堤 喜一 ル置換乾燥と自然乾1射麦のエタノール ~869 も利用

小田 一幸 処理の景簿

松村 順司 カラマツ心材部の気体透過性への水中 木材学会誌 42・2 115 木材理学

堤 書一 貯蔵とメタノール抽出の影響 ~121 

小田 一幸

藤本 高明 カラマツの年輪構造におよぽす間伐の 日本木材学会 2回 口頭発表 木材理学

古賀 信也 景5響 九支大会講演集 25~26 

堤 書一

小田 一幸

大賀 祥治 ツクリタケ子実体形成過程での酵素遺 日本木材学会 45回 口頭発表 演習林

デイピッドウッド 伝子の消長 大会発表要旨集 471 

クリストフア}

サーストン

大賀 祥治 ツクリタケ子実体形成過程での酵素遺 日本菌学会大会 39回 口頭発表 演習林

デイピッドウッド 伝子の消長

クリストファー

サーストン

大賀 祥治 英国のきのこ研究一HRI(J) Microbia1 きのこ技術集談 7回 口頭発表 演習林

Biotechnology部門一 会年会

大賀 祥治 シイタケ菌床栽培における菌床熟成度 きのこ技術集談 7回 口頭発表 演習林

の判定法 会年会

大賀 祥治 シイタケ菌床栽培と菌床の熟成度 きのこの科学 2・1 1~13 演習林

岡野哲郎 北海道東部落葉広葉樹林の生態学的研 日本林学会大会 106回 口頭発表 演習林
究(V) 一地形評価と森林の分布に与

える地形の景簿一

岡野哲郎 立地環境による森林群落の分布引重組 学位請求論文 1~192 演習林

成の推定に関する生態学的研究

古賀 信也 立木密度を調整したカラマツの木部形 日本木材学会 45回 口頭発表 演習林

小田 一幸 成経過 大会発表要旨集 538 

堤 喜一

藤本 高明

古賀 信也 樹冠量を調整したカラマツの成長と木 日林九支大会 51回 口頭発表 演習林
材性質

宮崎演習林 園崎貴嗣 九大宮崎演習林における有用広葉樹6 日林九支大会 51回 口頭発表 林学第一

今回 盛生 種の樹高曲線

寺岡 行雄 全天空写真画像上への定角樹高測定法 日林九支大会 51回 口頭発表 林学第一
岡村 篤憲 の応用
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利用演習林名 執筆者名 吾百ム聞 文 名 三防土し、 名 巻・号 頁 所属講座名 備考

宮崎演習林 村上拓彦 樹高データを用いた衛星リモートセン 日林九支大会 51回 口頭発表 林学第一

寺岡 行雄 シングデータの輝度補正一九州大学

今回 盛生 宮崎演習林での事例一

圏崎貴嗣 天然生アカマツ林内の林冠木および亜 九大演報 74 23 ~ 40 林学第一局

溝上展也 高木の成長特性

今回 盛生

青野 基 ヒノキの不成構造林地のホオノキを主 卒業論文 1 ~ 62 林学第一
体とする広葉樹林への転換

高柳 威晴 山地河川でのプール地形がヤマメ個体 日林九支大会 51田 口頭発表 林学第二

丸谷 知己 数に与える景簿

笠井美青

山口 和也

井上 立自E 九大宮崎演習林の天然林における野生 日林九支大会 51回 口頭発表 演習林

小泉 透 シカが及ぼす植生被害について

井倉洋二 酸性降下物の見積もりにおける湿性降 日林九支大会 51回 口頭発表 演習林
下物及び溶脱物質の分離方法に関する
検討

Teraoka，Y. AnE百ectiveMensaration Technique IUFRO XX 1995 口頭発表 演習林
for Maltipurpose Management Using World Congress 
Fish-Eye PhotogrョphicImages. 

寺岡 行雄 関空度測定のための全天写真撮影上の 日林九支研論 48 29 ~ 30 演習林
問題点について

福岡演習林 園崎貴嗣 間伐によるヒノキ人工林内風景の変化 日本林学会 106回 口頭発表 林学第一

増谷利博 大会講演要旨集 444 

今回 盛生

寺本佳代 ヒノキ単木樹冠のフラクタル次元の林 日本林学会 106回 口頭発表 林学第一

溝上展也 分内変動 大会講演要旨集 760 

増谷利博

溝上展也 ヒノキ同齢林における樹冠のフラクタ 日本林学会 106回 口頭発表 林学第一

寺本佐代 ル次元と競争指数との関係 大会講演要旨集 664 

増谷利博

寺本佳代 ヒノキ単木樹冠のフラクタル次元と樹 日林九支大会 51回 口頭発表 林学第一

溝上展也 冠葉量との関係 講演タイトル集 46 

Mizoue，N. Forest monitoring by fracta1 dimen-

折直Z時F昭田m血m油mzhy事oaadidh町Rh仕hr浪旭雌費拡町DvFm 
1995 85 ~ 93 林学第一

Masutani，T. sion of crowns血d四nopies.

圏崎貴嗣 間伐による人工林の林内見通しの変化 森林計画学会誌 26 51 ~ 58 林学第一

今回 盛生

岡村 篤憲 相対照度推定モデル 修士論文 1 ~93 林学第一

寺本佳代 ヒノキ単純同齢林における枝下高およ 修士論文 1 ~ 110 林学第一
び斡材積成長量の推定

末松剛介 斜面地形のサイズがリターフォールの 日 林 論 106 503 林学第二

シギ7トハルドウィナルト 層厚に与える景簿 ~ 504 
丸谷知己
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利用演習林名 執室長者名 論 文 名 2晶3ヨυヲ 名 巻・号 頁 所属講座名 備考

楠岡演習林 吉永里子 アリの採餌行動と埋土種子形成機構に 卒業論文 林学第二

玉泉幸一郎 寵する諒究

粛藤 明

{乍罰耕太郎

三村恵勇 広葉樹樹幹の年輪構造におよぽすIA 日林九支研論 48 187 木材理

小田 主幹 A移動阻害物質の景簿 -188 

雑子谷桂男

堤 吉宮古司F一

松村 )11真司 スギ心#の気体透過性一心材色との 日林九支研議 48 197 木材理

小田 幸 関連性についての一考察一 -198 

堤 毒一

建子谷佳男 輯話量がま葉轄の木部形成におよ設す 木材学会誌 41・11 1043 木幹理

小田 至幹 景縄 (第2報) -1048 

堤 喜一

藤本登留 心持ち角材の乾操一讃断面内のク 吉本木材学会 45部 口頭発表 木材工

大内 一治 リ}プ特性一 大会発表要旨集 158 

又木義博

河逗純一 高周波加熱減圧法・熱加法の連係によ 日本木材学会 45関 口頭発表 木材工学

西田伸tl! るスギ丸太の乾燥についてーとくに 大会発表要旨集 161 

藤本登留 含水率と内部定、力についてー

又木義博

藤本登留 心持ち角材の乾燥一マイクロ波tm熱 呂本木材学会 45臨 口漂発表 木材工学
久富浩人 乾燥法の改良一 大会発表要旨集 555 

又木義博

山田 園磁

長野洋文

岩城 マkゆιl 

徳 丸善措 乾燥薄板接着による未乾燥心持ち角材 日本木材学会 45回 口顕発表 木材工学

護本登留 丹集戒免…とくにドライドスキシ余 大会発表要雲集 556 

又木義博 熱擁着法の適用一

中島洋治 樹皮を用いた低密度ポリウレタンフ 日本木材学会 45聞 口頭発表 木材化学

文 進諮 オームの欝整とその持出2) 大会発表要話集 580 

坂井克己

汰木達郎 樹木の葉温に関する研究 九大演報 74 1 - 12 演習林

汰木達郎 葉温について(V) 一知紅葉議ー 日林九支大会 包囲 口頭発表 演習林

井倉洋二 隣接する小流域間の比流壌と水紫の違 E本林学会大会 106思 口頭発表 譲習林

吉村和久 いによる流出成分の分離
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4.学生実習

平成 7年度

実習名 期 間 日数 講座名 担当教官 場 所 ナ~ 生

森林生態生理学実習 5.22~ 5.26 5日 林学第 3 玉泉幸一郎外l名 宮崎演習林 林学科 3年生 14名
院生 9名

実地 見 ナ且A 7. 3~ 7.12 10日 農林生物物理学 小林善親 京都~北海道 林学科 3年生 15名

林産学科林学実習 7.10~ 7.14 5日 演 習 林 井上 晋外4名 宮崎演習林 林産学科 3年生 32名

林学特別実習 7.13~ 7.17 4日 I寅 習 林 大賀祥治外l名 北海道演習林 林学科 3年生 14名

森林測量学実習 9.14~ 9.18 5日 林学第 2 中尾博美外l名 福岡演習林 林学科 3年生 14名

森林経理学実習 10.12~ 10.16 5日 林学第 l 今回盛生外1名 福岡演習林 林学科 2年生 14名
4年生 1名
院生 6名

森林工学実習 10.17~ 1O.20 4日 林学第 2 丸谷知己 宮崎演習林 林学科 3年生 13名
(砂防工学) 4年生 4名

院生 6名

造林学実習 2.26~ 3. 1 5日 林学第 3 粛藤 明外2名 福岡演習林 林学科 2年生 12名

森林工学実習 3. 4~ 3. 8 5日 林学第 2 中尾博美 福岡演習林 林学科 3年生 14名
(林業工学)

森林経理学実習 3. 4~ 3.8 5日 林学第 l 今回盛生外1名 福岡演習林 林学科 2年生 13名
4年生 2名
院生 5名

5 .利用者数調

平成7年度

九 ナ11 大 ナ旦4 他大学

林学科
および 林業関係 一 般 言十

林産学科 演習林 他学科 研究機関

福岡演習林 452 747 919 152 48 3543 5861 

早良実習場 27 47 27 71 481 1279 1932 

宮崎演習林 700 153 15 52 O 332 1252 

北海道演習林 15 33 184 114 28 225 599 

計 1194 980 1145 389 557 5379 9644 

※延人数で記載
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F .演習林気象年報

平成7年 北海道演習林

気 7昆 日気温 地 7昆 降水量 天 気 (9時)

月
の

蒸発量日最高 日最高 日最低 日最低
月(9平時均) 月平均 極値 月平均 極値
0.1 m 0.2m 0.3m 0.5m 1.0 m 月合計 日最大 快晴 晴 曇 雨 雪

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ lllID lllID lllID 

l -1.0 3.9 -15.3 -23.0 -10.8 -2.5 -1.0 39.0 16.0 12 10 6 O 3 

2 0.3 4.9 -13.0 -23.2 -8.8 -1.1 -0.8 9.5 3.0 10 6 10 。2 
3 4.4 10.2 -6.8 -19.3 -1.9 0.0 -0.1 33.0 18.0 11 10 7 2 1 

4 11.1 21.0 -0.6 -6.2 6.2 1.8 0.6 99.0 27.0 12 8 6 3 1 

5 17.6 25.0 6.6 -1.0 12.6 10.9 10.1 164.5 31.0 7 7 13 4 。
6 19.4 28.9 9.9 6.3 14.2 14.9 14.4 37.5 12.0 8 4 15 3 O 

7 25.1 33.2 15.6 10.0 20.0 18.8 18.7 178.5 36.5 12 3 12 4 。
8 23.2 30.0 15.1 10.5 18.6 18.8 19.3 173.5 34.0 7 8 9 7 。
9 21.1 27.0 10.3 6.0 15.3 16.2 17.4 138.0 52.5 11 10 9 O O 

10 15.9 21.5 5.7 -2.0 9.6 12.1 13.6 16.0 3.0 7 10 10 4 。
11 9.0 15.0 -2.4 -7.8 3.0 4.8 7.3 8.0 3.5 4 18 8 O 。
12 2.1 8.0 -10.4 -19.0 -6.3 0.9 2.9 11.0 3.5 5 15 6 1 4 

総書十 148.2 / 14.7 / 71.7 95.6 102.4 907.5 / 106 109 111 28 11 

年平均 12.4 / 1.2 / 6.0 8.0 8.5 / / / / / / / / 
」一一

平成 7年 宮崎演習林

気 1昆 日気温 地 J晶 降水量 天 気 (9時)
の

月 日最高 日最高 日最低 日最低 月平均
月平均 極値 月平均 極値 ( 9時)

O.lm 0.2m 0.3m 0.5m 1.0m 月合計 日最大 快晴 晴 雲 雨 ~ 

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ lllID lllID 

1 7.8 14.1 -3.0 -8.6 0.5 5.7 17.0 14.0 5 11 3 1 2 

2 9.6 14.7 -2.0 -7.2 1.1 5.4 60.5 31.0 7 6 10 3 2 

3 14.0 20.4 4.0 -2.7 7.2 9.3 100.5 59.5 

4 17.1 20.5 5.7 -2.4 10.0 13.1 423.0 67.5 7 4 4 5 O 

5 22.0 26.9 9.1 1.3 14.7 17.1 329.0 77.0 8 4 l 1 O 

6 22.8 28.9 14.3 9.1 17.7 19.6 520.5 154.5 5 5 7 4 O 

7 28.0 31.7 19.4 15.5 23.2 24.1 485.0 6 7 3 4 。
8 29.8 32.5 19.9 18.2 24.5 25.4 103.5 22.5 15 3 2 2 。
9 25.9 30.5 14.4 6.7 20.1 23.1 205.5 56.0 7 6 3 1 。
10 22.1 26.7 9.7 3.8 14.6 19.1 120.0 38.0 9 6 2 3 O 

11 14.6 20.6 1.7 -3.2 6.8 13.0 105.5 61.5 11 5 1 2 。
12 8.9 14.7 -3.4 -9.0 0.7 7.8 4.5 1.5 5 8 3 O 2 

総計 222.6 / 89.8 / 141.1 182.7 s068.0 / 85 65 39 26 6 

年平均 18.6 / 7.5 / 11.8 15.2 / / / / / / / 
一一 Lーーー一ーーーーーー

※ 3月1日----16日欠測
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平成7年

βメt句 7畠 日気温 地 1昆

月
日最高日最高日最低日最低

の

月平均極値月平均極値
月平均

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ 

1 8.9 15.9 1.4 -3.9 5.2 

2 10.0 14.4 1.2 -1.7 5.5 

3 13.3 20.7 4.3 -1.4 8.8 

4 18.1 25.0 8.0 。13.1 
5 22.6 29.0 12.0 6.6 17.3 

6 25.4 30.7 17.0 11.8 20.9 

7 故障

8 故障

9 24.8 28.5 16.3 12.9 20.3 

10 23.2 28.2 13.1 7.3 17.7 

11 15.8 21.3 6.1 1.2 10.6 

12 10.0 15.5 0.9 -4.5 5.6 

総計 172.1 / 80.3 / 125.0 

年平均 (17.21) / (8.03) / 

※ 7~8 月機械故障のため欠測

平成7年

主メK ii日且 日気温

月 日最高日最高日最低日最低 月(9平の時均) 
月平均極値月平均極値

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ 

1 10.4 17.0 2.3 -3.0 5.8 

2 11.5 15.5 1.3 一3.2 5.4 

3 故障

4 19.2 27.7 7.9 -0.2 14.6 

5 23.1 30.5 11.6 6.0 18.9 

6 25.5 30.4 17.5 10.2 21.9 

7 31.5 36.7 23.2 19.2 27.2 

8 34.9 38.5 24.8 23.4 29.3 

9 27.8 34.5 18.2 12.8 23.6 

10 24.6 29.8 13.2 7.7 18.6 

11 17.3 22.4 6.0 1.9 10.8 

12 11.6 15.3 1.6 -3.9 5.5 

経吉十 237.4 / 127.6 / 181.6 

年平均 21.5 / 11.6 / 16.5 

※3月機械故障のため欠測

O.lm 0.2m 0.3m 0.5m 

℃ ℃ ℃ ℃ 

7.0 8.1 

7.0 7.5 

9.7 9.7 

14.8 14.4 

19.1 18.5 

22.7 21.9 

22.7 23.4 

19.4 20.2 

12.1 13.9 

7.0 8.8 

141.5 146.4 

(14.15) (14.64) 

地 r昆

O.lm 0.2m 0.3m 0.5m 1.0m 

℃ ℃ ℃ ℃ ℃ 

福岡演習林

降水量 天 気 (9時)

1.0m 月合計 日最大 快晴 H青 雲 雨 Eヨ'" 

℃ rnm rnm 

86.0 24.5 。15 11 3 2 
33.5 8.5 7 9 10 1 1 

83.0 20.0 8 10 9 4 O 

121.5 26.5 6 9 10 5 。
273.5 141.0 12 3 12 4 。
88.0 29.5 4 13 10 3 O 

562.5 162.5 7 10 8 6 O 

131.0 38.0 4 20 4 3 O 

133.0 89.0 3 15 9 3 O 

69.5 19.5 12 7 7 5 O 

40.5 22.0 5 12 9 4 O 

13.5 5.0 3 12 15 l 。
1635.5 / 71 135 114 42 3 

/ / / / / / / 

早良実習場

降水量 天 気 (9時)

蒸発量
月合計 日最大 快晴 晴 曇 雨 雪

mm mm mm 

82.0 26.0 O 13 15 3 。
38.0 9.5 。18 5 4 l 
。10 16 4 1 

97.5 25.0 。14 11 5 。
266.5 120.0 7 9 12 3 。
83.0 24.0 O 12 14 4 。
529.5 120.0 O 13 15 3 O 

83.0 29.0 2 19 8 2 O 

129.5 58.0 3 9 15 3 。
61.0 15.0 5 17 5 4 O 

39.0 21.0 1 16 11 2 。
12.0 5.0 O 18 12 O 1 

1421.0 / 18 168 139 37 3 

/ / / / / / / / 
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(平成7年12月25日発行)
(平成7年12月28日発行)
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玉山国公圏内のプヌン族の生活と国家公園に対する意識
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夫

郎

九

孝

達

木

朴

醇

汰

都市公園の利用実態と利用効果

用途地域の異なる 3地域での調査から
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人
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登
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嘉

純

義

木
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富

元
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スギ台風被害木の材質およぴ利用適性-
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元
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木

藤

森
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又

ノtーティクルボードの吸脱湿による面方向膨張収縮の発現機構

とくに、ボード構成層聞に発生する相互拘束作用について

義

宣鏑

隆一郎

克己

藤

井

李

近

坂

リグニン分解菌によるクラフトパルプ漂白廃液の処理に関する

研究(英文)

(平成8年 3月28日発行)
著者名

-汰木達

九州大学農学部演習林報告 第74号

論文名

樹木の葉温に関する研究 li!~ 
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溝

今

林道切取りのり面における土砂移動・ー

天然生アカマツ林内の林冠木および亜高木の成長特性
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害
時

川

田
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森

小

松

堤

スギ樹幹における黒心材形成と灰分(第 2報)
スギ3品種心材の性質

(平成8年3月発行)
(平成8年3月発行)

演習林ニューズレター NQ 1 
九州大学農学部附属宮崎演習林

第5次森林管理計画書


